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研究成果の概要（和文）：石巻市沿岸部と仙台市若林区における東日本大震災被災者を対象に、被災者健康調査
を実施し、震災11－13年目の被災地域住民の健康状態や生活環境の推移などを把握した。
その結果、睡眠障害が疑われる者（アテネ不眠尺度６点以上）や心理的苦痛が疑われる者（K６スコア10点以
上）の割合は、全国平均より高かった。これらの割合は、自宅居住者より災害公営住宅の入居者で高かった。居
住環境によって復興状況や心理的状況に格差が生じていることが示唆された。
さらに、被災者健康調査のデータから個人情報を削除したデータベースを構築し、東京大学社会科学研究所附属
社会調査・データアーカイブ研究センターに寄託した。

研究成果の概要（英文）：Health surveys were conducted targeting the Great East Japan Earthquake 
survivors in the coastal areas of Ishinomaki City and Wakabayashi Ward of Sendai City, to understand
 changes in the health status of residents in the affected areas 11 to 13 years after the 
earthquake.
As a result, the percentage of people having sleep disorders and psychological distress was higher 
than the national average. These proportions were higher among residents of disaster-affected public
 housing than among residents of their own homes. It was suggested that there are disparities in 
recovery status and psychological status depending on the living environment.
Additionally, a database was created in which personal information was removed from the health 
survey data of disaster survivors, and the database was made public at the Social Research and Data 
Archive Research Center attached to the Institute of Social Science, the University of Tokyo.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
大規模自然災害の被災者を対象に居住・経済状況や心身の健康状態などを10年以上にわたって追跡したコホート
研究は、国内外でも稀なものであり、学術上貴重な研究資源である。本研究で得られた知見は、自然災害が発生
した際の被災者支援を考える際のエビデンスになるという点で社会的意義も大きい。そこで、この貴重な学術資
源を最大限活用できるように、個人情報を削除したデータベースを構築し、東京大学社会科学研究所附属社会調
査・データアーカイブ研究センターに寄託した。これにより、本研究の学術的・社会的価値がさらに高まること
が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 自然災害が被災者に及ぼす心身の影響は長期にわたって続き、しかも時期とともに変わって
いく。本研究代表者らは、宮城県の東日本大震災被災者（石巻市、仙台市、七ヶ浜町）約８千名
を対象に生活環境や健康状態などを 2011 年度から毎年調査してきた（宮城県被災者コホート調
査）。この規模の被災者を対象に、生活環境・健康状態などの推移を 10 年間追跡した研究は、世
界的にも稀である。その調査結果は、政府の検討会やマスメディアでも広く取り上げられるなど、
学術的にも社会的にも貴重な研究資源であった。 
 本調査は、10 年間の期限付きで厚生労働省より依頼されたものであり、2020 度で終了となる。
しかし、世界的にも例のない被災者コホート研究をここで終了させることは学術的にも社会的
にも損失が大きいので、調査を継続するため科学研究費助成事業に応募し、採択された。 
 すでに述べたように、本調査データは被災者約８千名の生活環境や健康状態を毎年調査した
という点で、世界的にも貴重なデータである。このデータは、できる限り多くの研究者に利用さ
れ、より多くの研究成果を社会に還元すべきであると、本研究代表者らは考えた。そこで本研究
データを第三者データ・アーカイブに寄託する方策についても検討する必要があると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、以下の２点である。 
 第１に、宮城県における東日本大震災被災者コホートをさらに継続して、(1)震災後の生活環
境・復興状況が被災者の健康状態（メンタルヘルス、整形外科疾患など）に及ぼす影響を解明す
ること、(2)被災者のこころの復興と関連する要因を解明すること。 
 第２に、本コホート研究データから個人情報を削除し、第三者データ・アーカイブに寄託する
こと。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究対象者 
 2011 年 3 月 10 日時点で宮城県石巻市２地区（雄勝・牡鹿）の住民基本台帳に記載されていた
18 歳以上の男女及び同年 12月 1 日時点で仙台市若林区のプレハブ仮設住宅居住していた 18 歳
以上の男女が source populationである。このうち、過去の同調査に回答し、生存が確認されて
いる約４千名を対象とし、年１回アンケート調査を実施する。 
 
(2) アンケートの調査項目 
・ 居住の種類・転居回数：自宅再建・地区外への転居・復興公営住宅・防災集団移転団地 
・ 健康状態：主観的健康度、自覚症状・愁訴、疾患罹患状況 
・ 生活習慣：喫煙・飲酒・食生活など 
・ メンタルヘルス：アテネ不眠尺度、ケスラー心理的苦痛尺度（K6）、震災の記憶（PTSD） 
・ 社会的要因：ソーシャルネットワーク（Leuben Social Network Scale）、ソーシャルキャピ

タル・地域の絆、職業・収入の状況など 
・ 活動状況：歩行時間・外出の頻度・地域活動への参加など 
 
(3) 解明すべき事項 
・ 復興状況の格差がこころの健康レベルの推移に及ぼす影響：アテネ不眠尺度や心理的苦痛に

関する尺度Ｋ６について、この 10 年余の推移を復興状況（とくに居住の種類）別に解析する。 
・ 心理社会的要因が疼痛・整形外科疾患の発生リスクに及ぼす影響：疼痛は骨関節の異常だけ

でなく、心理社会的要因によっても引き起こされることがある（psychological origin of 
pain）。そこで復興状況や心理社会的要因と疼痛・整形外科疾患リスクとの関連について、多
重ロジスティック回帰分析を実施する。 

・ ソーシャル・キャピタルやソーシャルネットワークが被災者の健康予後（死亡リスク・要介
護発生リスク）にどのような関連するかについて、他変量 Cox 比例ハザードモデル解析を実
施する。 

 
(4) データ・アーカイブへの寄託 
本研究は、被災者約８千名の生活環境や健康状態を毎年調査したという点で、世界的にも貴重

なデータである。このデータは、できる限り多くの研究者に利用され、より多くの研究成果を社
会に還元すべきである。そこで最終年度（令和５年度）に、本コホート研究データから個人情報
を削除したデータベースを構築し、第三者データ・アーカイブに寄託する。 
 
４．研究成果 
(1) 回答者数の推移 
 2020 年度（厚生労働科研費による調査の最終年）は 2,768名から回答があった。2021 年度は
1,656名、2022 年度は 2,408名、2023年度は 2,050 名であった。 
 
(2) 復興状況の格差がこころの健康の推移に及ぼす影響 
 回答者全体におけるアテネ不眠尺度の推移を図１に示す。３点以下（不眠症の心配なし）の割



合は、2020 年度の 45.3%から 2023年度の 40.8%へ、減少し続けた。一方、６点以上（不眠症が
疑われる）の割合は、2020 年度の 34.9%から 2021 年度には 37.6%に増え、以後も高止まり状態
であった。全国データ（インターネット調査）では３点以下が 50.6%、６点以上が 28.5%であっ
たことを考えると、被災者では不眠の割合が高い状態が続いていることが分かる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図１ アテネ不眠尺度の推移 

 
 アテネ不眠尺度６年以上の割合の推移を居住形態別にみると、震災前と同じ住居に住む者で
は 2020 年度 31.0%、2021 年度 32.7%、2022 年度 35.0%、2023年度 36.7%と増加した。新居に住
む者では 2020 年度 35.7%、2021 年度 37.1%、2022 年度 38.9%、2023年度 36.5%と、大きな変化
はなかった。一方、災害公営住宅（復興公営住宅・防災集団移転など）に住む者では 2020 年度
39.5%、2021 年度 44.5%、2022 年度 40.4%、2023年度 43.2%と、増加した後に高止まり状態とな
った。以上のように、居住形態は不眠の頻度と関係した。災害公営住宅（復興公営住宅・防災集
団移転など）居住者では悪化が著しく、2023 年度におけるアテネ６点以上の割合（43.2%）は、
他の２つの住居形態（震災前と同じ＝36.7%、新居＝36.5%）より約７ポイントも高かった。 
 回答者全体におけるＫ６の推移を図２に示す。４点以下（抑うつ・不安なし）の割合は、2020
年度の 59.7%から 2021 年度には 55.6%に減ったが、以降は横ばい状態であった。一方、10 点以
上（抑うつ・不安あり）の割合は、2020 年度の 11.6%から 2022 年度には 14.2%に増え、以後も
高止まり状態であった。全国データ（国民生活基礎調査）では４点以下が 70.3%、10 点以上が
9.5%であったことを考えると、被災者では抑うつ・不安の割合が高い状態が続いている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ Ｋ６の推移 

 
 Ｋ６が 10 点以上の割合の推移を居住形態別にみると、震災前と同じ住居に住む者では 2020 年
度 9.4%、2021 年度 12.4%、2022 年度 13.1%、2023年度 12.8%と推移した。新居に住む者では 2020
年度 11.1%、2021 年度 10.6%、2022 年度 13.1%、2023年度 11.1%と、増加の後に減少した。一方、
災害公営住宅（復興公営住宅・防災集団移転など）に住む者では 2020 年度 12.3%、2021 年度
13.3%、2022 年度 16.2%、2023年度 15.7%と、増加した後に高止まり状態となった。以上のよう
に、居住形態は心理的苦痛の頻度と関係した。災害公営住宅（復興公営住宅・防災集団移転など）
居住者では悪化が著しく、2023 年度におけるＫ６が 10 点以上の割合（15.7%）は、他の２つの
住居形態（震災前と同じ＝12.8%、新居＝11.1%）より約４ポイントも高かった。 
 以上のように、被災者では今でもなお、こころの健康に問題を抱える者が多かった。また、災
害公営住宅に居住する者で不眠や抑うつ・不安の割合は高く、しかも改善傾向が見られないなど、
復興状況の格差はこころの健康にも大きな影響を及ぼしていることが示唆された。 
 
(3) 心理社会的要因が疼痛・整形外科疾患の発生リスクに及ぼす影響 
 アテネ不眠尺度が６点以上の期間が長いほど、腰痛の新規発生リスクが有意に高まった。６点
以上であった期間が「なし」の者に比べて、腰痛発生の他変量補正オッズ比は「１年未満」群で
1.32（95%信頼区間 0.95-1.84）、「１年以上・２年未満」群で 1.90（同 1.35-2.67）、「２年以上」
群で 2.67（同 2.04-3.50）と有意なリスク増加が観察された。 
 肩痛・頚部痛でも、不眠や抑うつ・不安との関連が観察された。 
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(4) ソーシャル・キャピタルやソーシャルネットワークの健康影響 
 ソーシャル・キャピタル（まわりの人たちと挨拶している・力を合わせて協力している）が高
いと考えている者に比べて低いと考えている者では死亡の多変量調整相対リスクが 2.92（同
1.19-7.17）と有意に増加した。 
ソーシャルネットワークに乏しく社会的孤立状態の者では、孤立していない者に比べて要介
護発生の多変量調整相対リスクが 1.32（同 0.98-1.76）と増加する傾向があった。 
 以上の結果より、上記の要因は被災者の健康関連予後（死亡・要介護発生）に大きな影響を及
ぼしていることが示唆された。 
 
(5)データ・アーカイブへの寄託 
被災者健康調査のデータから個人情報を削除したデータベースを構築し、東京大学社会

科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センターで公開した。 
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